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医療計画作成指針（令和５年３月31日厚生労働省医政局長通知（令和５年６月15日一部改正））

（２）医師以外の医療従事者の確保について

イ 薬剤師については、地域医療における薬物療法の有効性・安全性の確保や公衆衛生の向上及び増進

等に資するため、調剤等の業務に加え、病院薬剤師にあっては病棟薬剤業務やチーム医療等、薬局薬剤

師にあっては在宅医療や高度な薬学的管理を行う機能等を中心とした業務・役割の更なる充実が求められ

ている。薬剤師の従事先には業態の偏在や地域偏在があり、特に病院薬剤師の不足が喫緊の課題と

なっていることも踏まえ、必要な薬剤師の確保を図るため、病院及び薬局それぞれにおける薬剤師の就労

状況を把握し、地域医療介護総合確保基金（修学資金貸与、医療機関への薬剤師派遣等）の積極

的な活用を含め、地域の実情に応じた薬剤師の確保策について、可能な限り具体的に記載すること。確

保策の検討及び実施に当たっては、都道府県の薬務主管課及び医務主管課並びに都道府県薬剤師会

等の関係団体が連携して取り組むこと。特に、病院薬剤師の確保策の検討及び実施については、都道府

県病院薬剤師会とも連携の上取り組むこと。

また、その資質向上のために、「患者のための薬局ビジョン」（平成27年10月23日付け薬生総発1023

第3号厚生労働省医薬・生活衛生局総務課長通知）を踏まえ、最新の医療及び医薬品等に関する専

門的情報の習得を基礎としつつ、患者・住民とのコミュニケーション能力の向上に資する研修及び医療機関

等との連携強化につながる多職種と共同で実施する研修等が行われるよう、研修実施状況を把握し、関係

者間の調整を行うこと。


